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Ⅰ．はじめに
超高齢社会の進展に伴い，わが国のケアシステムの構
造やありようは日々変化しており，ケア提供者は高齢者
の包括的かつ個別的なケアニーズに対応することを求め
られている。人口構造や医療システムの変化に合わせ
て，ケア提供者はこれまで信じ拠り所としてきた準拠点
や準拠枠を少なからず変えながら１）対象の状況に合わ
せて柔軟に用いる力量形成が求められている。このよう
に環境や状況の変化に応じて，個人や組織が継続的な成
長を遂げるためには，２種類の一見相反する行動，いわ
ゆる学習（learning）と脱学習（unlearning）の動的プロ
セスを能力として確立することが必要とされる２）。
先行研究者らによりアンラーニングは，組織レベルの
概念として提示されてきたが，本概念は個人学習や認知
心理学の研究から援用されたものであるため３），４）個人
にも適用可能な概念である５）。Hedberg６）は，アンラー
ニングの過程は，組織学習のサブプロセスとして位置づ
けており，Tsang７）は，組織のアンラーニングを新しい
ルーティンを導入するために，時代遅れとなったルー
ティンを棄却するプロセスと定義している。

Starbuck８）は，アンラーニングを個々の信条や方法を
継続すべきでないことを示すプロセスであるとしてい
る。
松尾９）は，個人や組織が学習するプロセスにおいて
制度化されたルーティンが修正，あるいは棄却されるこ
とが，組織が環境に適する上で不可欠であると述べてい
る。先行研究者らの関心は，アンラーニングした後の事
象の分析に向けられがちであったが10），事象が起こる前
段階にあたるアンラーニングそのものに着目することが
人材育成や組織改革に貢献する研究において重要であ
る。筆者は，看護に関わる個人や組織のパフォーマンス
の改善を目的としたマネジメントのプロセスとしてのア
ンラーニングに着目することがケアシステムの人材育成
に資する研究において重要であると考える。しかし ,看
護師のアンラーニングのプロセスは未だ解明されていな
いことから，知見の蓄積が喫緊の課題である。そこで，
看護師のアンラーニングのプロセスの解明に先立ちアン
ラーニングの概念を定義することが必要である。

Ⅱ．研究目的
本研究は，アンラーニングの概念分析により概念を定
義することを目的とする。
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本研究の目的は，“アンラーニング”の概念分析を行い定義することである。方法は，Rodgersの分析手法を用いた。デー
タベースは，MEDLINE，Business source Premier，PsycINFO，CINAHL，CiNii，医学中央雑誌Webを用い，検索用語は
「unlearning」と「アンラーニング」とし，ハンドサーチによる３文献を含めた32文献を分析対象とした。概念の属性，先行
要件，帰結についてコーディングシートを作成し質的に分析した。結果，属性として，誰が“アンラーニング”するのかを
示す【アンラーニングの主体】，何を“アンラーニング”するのかを示す【アンラーニングの対象】，どのような行動である
のかを示す【アンラーニングの性質】の３つのカテゴリ，先行要件として【環境の変化】【責任範囲の拡大】【問題への直
面】の３つのカテゴリ，帰結として【パフォーマンスの改善】が抽出された。
アンラーニングは，時代や環境の変化により有用性を失った知識や技術，価値観，ルーティンを棄却して新しいものを獲
得する連続的プロセスと定義された。我が国のケアシステムの構造やありようが変化する中で，ケア専門職者が多様化する
ケアニーズに対応していくために必要な概念であることの示唆を得た。
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Ⅲ．研究方法
１．概念分析の方法
本研究では，Rodgers11）の概念分析の方法を用いた。
文献の内容について，概念の使われ方に着目して，そ
の概念の特性や性質を示す「属性」，概念に先立って生
じる出来事を示す「先行要件」，また，概念が発生した
結果として生じる出来事を示す「帰結」について質的に
分析し概念を定義した。
２．データ収集および分析手順
１）データ収集の範囲
アンラーニングの知識は，組織学や心理学の分野で発
展しているため，データ収集の範囲を医学，看護学に限
定せず，経営学，組織学，心理学，教育学など他の学問
分野に拡張した。
２）文献の選定プロセス
文献の検索データベースはMEDLINE，Business source 

Premier，PsycINFO，CINAHL，CiNii，医学中央雑誌Web

を用いた。検索日は，2015年10月30日である。データと
なる既存文献は，次の検索条件を踏まえて抽出した。①
言語は日本語と英語に限る，②検索用語は英語文献で
は「unlearning」，日本語文献では「アンラーニング」と

「unlearning」とし，③学術専門誌に掲載されている文献 ,

④1990年から2015年10月30日にデータベースに掲載され
ている文献とした。最初にヒットした文献は499文献，
1990年から2015年10月30日に掲載されている文献に絞る
と441文献，更に学術専門誌に絞ると360文献であった。
タイトルとアブストラクトを熟読し，個人や組織のマネ
ジメントのプロセスと関係が無いものを除外して144文
献に絞った。分析対象とする文献は母集団から約20％を
無作為抽出しサンプルとするというRodgers12）の概念分
析法の基準を満たす29文献を抽出した。また，重要文献
の除外を避けるために，研究対象文献で繰り返し引用さ
れているランドマークとなる文献をHand searchにより
３件含めて合計32文献を概念分析の対象とした。文献の
選定プロセスを図１に示す。
３．分析方法
文献ごとにアンラーニングの概念の使われ方に着目し
ながら，関連概念，属性，先行要件，帰結に該当する箇
所をできるだけ段落の通りに記録してコーディングシー
トを作成した。さらに，属性，先行要件，帰結それぞれ
について質的に分析を進めカテゴリ化し記述した。そし
て構成要素を明らかにした後，概念を構成する属性，先
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図１　分析対象文献の選択プロセス
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行要件，帰結からなる概念図を作成した。なお，看護管
理学を専門とする研究者に繰り返しスーパーバイズを受
け分析過程の質を担保した。

Ⅳ．結　果
１．属　性
分析の結果，アンラーニングの属性として，13のサブ

カテゴリから【アンラーニングの主体】【アンラーニン
グの対象】【アンラーニングの性質】の３つのカテゴリ
が抽出された。以下，カテゴリを【　】，サブカテゴリ
を《　》，文献番号を数字］で示す。
１）【アンラーニングの主体】
このカテゴリは，誰がアンラーニングするのかという
ことについて示しており《個人》《チーム》《組織》の３
つのサブカテゴリから構成された。
（１）《個人》は，個人の知識を捨てること（５］，９］，
15］，30］，32］）や，個人の知識を形成するための学習
経験そのものを棄却していくこと（９］，21］，26］），
新しいルーティンを使用するための個人の学習（２］，
20］）を含んでいた。
（２）《チーム》は，チームの危機がアンラーニングを促
進する（１］）ことや，チームメンバーからの圧力がアン
ラーニングのきっかけになる（３］）ことを含んでいた。
（３）《組織》は，時代遅れとなったルーティンを棄却す
るプロセス（23］，25］）や，既存の企業の信条や組織構
造をいったん破棄すること（24］）を含んでいた。
２）【アンラーニングの対象】
このカテゴリは，何をアンラーニングするのかとい
う，アンラーニングの対象となる《知識》《ルーティン》
《価値観》《パラダイム》《世界観》の５つのサブカテゴ
リから構成された。
（１）《知識》は，状況に対応できない有効性が失われ
た《知識》を棄却すること（５］，７］，８］，９］，15］，
23］，25］，26］，27］，30］）や，古い知識構造を新しい
知識構造に取り換えること（11］）を含んでいた。
（２）《ルーティン》は，時代遅れとなった《ルーティ
ン》を棄却するプロセス（３］，16］，25］，28］）や古い
習慣を新しい習慣に取り換えること（11］）を含んでい
た。
（３）《価値観》は，新しいものに直面した時に以前持っ
ていた信念を見直すこと（13］）や価値観を相対化する
こと（５］）を含んでいた。
（４）《パラダイム》は，古い論理を排除し新しいものへ
転換すること（32］）や個々人がこれまで経験し，学習
して得た支柱となる基本的枠組みを捨て去るプロセス

（21］）が含まれていた。
（５）《世界観》は，自分の中に出来上がった世界観をメ
タ認知の一部と捉えてそれを変容させること（29］）を
含んでいた。
３）【アンラーニングの性質】
このカテゴリは，アンラーニングとはどのような行動
であるかを表しており，知識や技術を捨てること，忘れ
ること，得ること，変えることを意味する《棄却》《忘
却》《獲得》《変更》，また，新しい知識や技術，価値観
を取り入れるための余地を作り出すことを意味する《余
地の創出》の５つのサブカテゴリから構成された。
（１）《棄却》は，分析対象となったほとんどの文献に含
まれていた。不必要となった知識を意図的に棄却するこ
と（３］，５］，８］，９］，16］，21］，23］，25］，26］，
27］，30］，32］）や個人の学習経験を棄却すること（26］）
が含まれていた。
（２）《忘却》は，長期間蓄えた知識を意図的に忘れるこ
と（15］）や，事前に未来を予測して過去を意識的に忘
れること（22］）が含まれていた。
（３）《獲得》には，知識や技術を棄却することに留まら
ず，新しい知識や技術を獲得する（25］）ことや，新し
い技術を獲得し活用する（12］）ことが含まれていた。
（４）《変更》には，組織レベルのアンラーニングにおい
て価値や信念，規範，手順を変更する（31］）ことや，
自分の世界観を変容させるという変更も含まれていた
（29］）。
（５）《余地の創出》として，古いものを排除して新しい
もののために余地を作るプロセスとして説明されていた
（32］）。
２．先行要件
アンラーニングの先行要件として，８つのサブカテゴ
リから３つのカテゴリが抽出された。３つのカテゴリ
は，外的なものと内的なものに大別された。外的なもの
として【環境の変化】，内的なものとして【責任範囲の
拡大】【問題への直面】であった。
１）【環境の変化】
このカテゴリは，アンラーニングに先立って起こる外
的要因を表しており《社会の流動化》《変化への対応の
要求》《システムの合理化》の３つのサブカテゴリから
抽出された。
（１）《社会の流動化》は，組織を取り巻く環境の変化が
大きければ大きいほど大規模な組織アンラーニングの必
要性が増す（23］）ことや，急速に変化する環境に適応
するために現在の支配論理を熟慮することが必要となる
（14］）ことを含んでいた。
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表１　アンラーニングの属性
カテゴリ サブカテゴリ 内容 文献番号

アンラーニング
の主体

個人

個人の知識を捨てること ５］，９］，15］，30］，32］

知識形成の行為である個人の学習経験を棄却していくこと ９］，21］，26］

知識，価値，振る舞いを放棄する意思決定を含む特殊なタイプの学習 26］

新しいルーチンを使用するための個人の学習 ２］，20］

新しいものに直面した時に以前持っていた自分の信念を見直すこと ５］，13］

身についた古い振る舞いを排除し新しいもののための余地を作ること 32］

チーム

従業員が彼らのルーティンを変えること
31］

従業員が彼らの古い知識を忘れること

チームの危機がアンラーニングを促進する １］

チームプレッシャーがアンラーニングのきっかけになる ３］

組織

組織アンラーニングは時代遅れとなったルーチンを棄却するプロセス 23］，25］

組織にとって有効性が失われた知識を棄却すること 25］，27］

組織アンラーニングは記憶を消失すること
31］

組織アンラーニングは価値，信念，規範，手順を変更すること

企業パラダイムや組織構造をいったん破棄すること 24］

アンラーニング
の対象

知識

状況に対応できない有効性が失われた知識を棄却すること ５］，７］，８］，９］，15］，23］，
25］，26］，27］，30］

長期間の記憶に蓄えた知識の喪失を含む忘却 15］，31］

組織にある知識の研究や知識の修正と改造の促進 15］

新しい知識を得ること ２］

知識やスキルを棄却し新しい知識やスキルを獲得すること 25］

古い知識構造を新しい知識構造に取り換えること 11］

新しい知識の創出のための地盤を準備すること 12］

ルーティン

時代遅れとなったルーチンを棄却するプロセス ３］，16］，25］，28］

古い習慣を新しい習慣に取り換えること 11］

ルーティンの変更 31］

振る舞いを放棄する特殊なタイプの学習 ９］

古い振る舞いを排除し新しいもののための余地を作ること 32］

組織レベルのアンラーニングは規範の変更
31］

組織レベルのアンラーニングは手順の変更とされている

価値観

信念を積極的に再検討し破壊すること ３］

古い信念を新しい信念に取り換えること 11］

新しいものに直面した時に以前持っていた信念を見直すこと 13］

組織レベルのアンラーニングは信念の変更 31］

勝ちパターンへのこだわりを捨て，新しい知恵の確立を目指すプロセス 21］

「旧式の」「無関係の」「有用でない」などのようにある主観的価値を付けること ５］

組織レベルのアンラーニングは価値の変更 31］

パラダイム

企業パラダイムや組織構造をいったん破棄すること 24］

古いロジックを排除し新しいもののための余地を作ること 32］

個々人がこれまで経験し，学習して得た企業において支柱となる基本的枠組みを捨
て去るプロセス 21］

世界観 自分の世界観を変容させること 29］

アンラーニング
の性質 棄却

不必要となった知識を意図的に棄却すること ３］，５］，８］，９］，16］，21］，
23］，25］，26］，27］，30］，32］

知識形成の行為である学習経験を棄却していくこと 26］

無効となった記憶を除去すること １］

勝ちパターンへのこだわりを捨て，新しい知恵の確立を目指すプロセス 21］

学習ループ形成のためのルーチンの棄却 28］

個々人がこれまで経験し，学習して得た企業において支柱となる基本的枠組みを捨
て去るプロセス 21］

企業パラダイムや組織構造をいったん破棄すること 24］

信念を積極的に再検討し破壊すること ３］
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（２）《変化への対応の要求》は，状況に合わせて自らの
意識や態度を変えることへの要求（21］），あるいは，開
発戦略への取り組みの要求（27］）や就業場所の変化に
対応する必要性（21］）を含んでいた。
（３）《システムの合理化》は，ヘルスケアシステムにお
いてサービスの設立や政策の合理化や（11］），コストを
削減するために低コストでの供給を推進している（31］）
ことを含んでいた。
２）【責任範囲の拡大】
このカテゴリは，アンラーニングに先立って起こる内
的要因を表しており《役割の変化》《権限の拡大》の２
つのサブカテゴリから構成された。
（１）《役割の変化》には，組織の階層が上昇すると担当
する事業部門が幅広くなり，それまで有用であった方法
が全く使えなくなるため，新しい役割において必要とな
る知識や技術を獲得しなければならない（25］）ことや，
新しい役割へ変化することが構造化した仕事の変化をも
たらすきっかけとなる（９］）ことを含んでいた。
（２）《権限の拡大》には，在宅医療の場において医師の
指示を受けずに看護師が自分の判断で行動する機会が増
加していること（21］）や就業場所の変化に対応した看
護援助を行っていくことが必要とされるという責任と権
限の拡大（21］）を含んでいた。
３）【問題への直面】
このカテゴリは，アンラーニングに先立って起こる内

的要因を表しており《問題感知》《危機》《成功体験への
疑念》の３つのサブカテゴリから構成された。
（１）《問題感知》は，現在の信条と方法を疑問視する
（４］）ことや，個人の所有する知識が有効でないことへ
の気づき（２］），前の仕事の中で使用されていたルー
ティンとの違いへの気づき（16］），ノウハウの有用性の
喪失への気づき（25］）を含んでいた。
（２）《危機》は，チームの不安や不確実性から起こる危
機（１］，３］）や組織レベルにおいて改善を迫られる緊
迫感（20］）がアンラーニングに先立っておこっていた。
（３）《成功体験への疑念》は，成功体験を疑うことが新
たな学習の動機づけになる（30］）ことを含んでいた。
３．帰　結
アンラーニングの帰結は，５つのサブカテゴリから

【パフォーマンスの改善】が抽出された。
１）【パフォーマンスの改善】
このカテゴリは，アンラーニングがおこると，個人
や組織にどのような結果をもたらすのかを表しており，
《改善》《新しいシステムの導入》《肯定的な意味づけ》
《成熟》《定着》のサブカテゴリから構成された。
（１）《改善》は，コミュニケーションの促進と改善（12］，
20］），不必要な仕事をなくし無駄を回避したコスト削減
の実現（７］，11］，12］）を含んでいた。
（２）《新しいシステムの導入》は，アンラーニングを通
して時代遅れのシステムを識別すること（11］）や，改

表１の続き
カテゴリ サブカテゴリ 内容 文献番号

アンラーニング
の性質

忘却

長期間の記憶に蓄えた知識の喪失を含む忘却 15］

記憶を消失すること 31］

事前に未来を予測し，過去を意識的に忘れ去ること 22］

獲得

古い信念を新しい信念に取り換えること

11］
古い知識を新しい知識に取り換えること

古い知識構造を新しい知識構造に取り換えること

古い習慣を新しい習慣に取り換えること

新しい知識を得ること ２］

知識や技術を棄却し新しい知識や技術を獲得すること 25］

「旧式の」「無関係の」「有用でない」などのようにある主観的価値を付けること ５］

新しい技術を活用すること 12］

新しい習慣と知識を代わりに用いること 31］

変更

組織レベルのアンラーニングは価値の変更とされている

31］

組織レベルのアンラーニングは信念の変更とされている

組織レベルのアンラーニングは規範・手順の変更とされている

従業員が彼らの習慣を変えること

組織が変わる上で重要なプロセスの一部

ルーティンの変更

自分の世界観を変容させること 29］

余地の創出 古いものを排除し新しいもののための余地を作る単純なプロセス 32］
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善された作業方法の導入（31］）を含んでいた。
（３）《肯定的な意味づけ》は，チームの肯定的な影響の
強化を図り（３］），弱点のある組織が肯定的な状態にな
る（５］）こと，あるいは，他人の行為を肯定的に捉え
て自分の考えが否定から肯定へ変化すること（21］）を
含んでいた。
（４）《成熟》には，新たな知識を形成していくことが可
能になる（９］）ことや，次の学習が効率的に進み学習
のループが形成されること（28］），革新的な考え方を支
配する認識の枠を構築することが可能になること（24］）
を含んでいた。
（５）《定着》は，新しい方法や考え方の実践適用の成功
（20］）や組織価値およびルーティン，メンタルモデルを
棄却して新体制を確立すること（23］）を含んでいた。

４．概念モデルおよび概念の定義
個人や組織は，環境の変化により職務内容が変化し役
割や権限が拡大することで現存の知識や技術，価値観の
有用性を失うという問題に直面する。現存の知識や技
術，価値観を変更あるいは棄却して新しいものを獲得す
ることでパフォーマンスの改善が期待できる。獲得した
新しい知識や技術は，時代の変化に伴い再び古くなり有
用性を失ってしまうため，再度棄却して新しいものを獲
得するという連続的なプロセスを経ている。以上のこと
を踏まえて，アンラーニングとは「時代や環境の変化に
より有用性を失った知識や技術，価値観，ルーティンを
棄却して新しいものを獲得する連続的プロセス」と定義
する。

表２　アンラーニングの先行要件

カテゴリー サブカテゴリ 内容 文献番号

環境の変化

社会の流動化

組織を取り巻く環境変化 23］

急速な環境の変化 14］

急速に変化する組織環境 32］

変化への
対応の要求

新しい特徴，新しい添加物，スタイルチェンジ，新しい広告でのアピールのような
販売・使用法の変化 22］

自らの意識や態度を変化して行くことへの社会からの要求 21］

開発戦略への取り組みへの要求 27］

就業場所の変化に対応する必要性 21］

システムの
合理化

システムの変更 11］

ヘルスケアシステムの発展 31］

医療環境の急速な変化 ７］

責任範囲の
拡大

役割の変化
階層の上昇に伴う役割の変化 ９］

新しい役割への変化 25］

権限の拡大
自分の判断で行動する機会の増加

21］
責任と権限の拡大

問題への
直面

問題感知

環境の急激な変化に伴う問題感知 24］

現在の信条と方法への疑問 ４］

所有する知識が有効でないことへの気づき ２］

前の仕事の中で使用されるルーティンとの違いへの気づき
16］

知識の有効性の喪失への気づき

ノウハウの有用性の喪失への気づき 25］

異なる意見の尊重や討論 24］

知識が役に立つかの検討 26］

認知パターン段階の変化 ５］

環境の混乱 １］

複雑な環境へ直面 10］

危機

チームの危機 １］

チームの不安
３］

チームの不確実性

組織レベルの改良に対する高い緊迫感 20］

成功体験への
疑念

成功体験の見直し
30］

成功体験への疑念
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【環境の変化】

《システムの合理化》

《社会の流動化》
《変化への対応の要求》

【責任範囲の拡大】
《役割の変化》
《権限の拡大》

【問題への直面】

《危機》
《問題感知》

《成功体験への疑念》

【アンラーニングの性質】

先行要件

外的要因

内的要因

《忘却》
《棄却》

《変更》
《余地の創出》

《獲得》

【アンラーニングの対象】
《知識》

《ルーティン》
《価値観》

《世界観》
《パラダイム》

【パフォーマンスの改善】

《改善》

《成熟》

《定着》

《新しいシステムの導入》

《肯定的な意味づけ》

属性 帰結

【アンラーニングの主体】

《個人》

《チーム》

《組織》

図２　アンラーニングの概念図

表３　アンラーニングの帰結
カテゴリ サブカテゴリ 内容 文献番号

パフォーマンス
の改善

改善

パフォーマンスの改善 ２］

顧客資本における間接効果の実現 ６］

チームストレスの負の効果の縮小 ３］

コミュニケーションの促進と改善 12］，20］

不必要な仕事をなくしコスト削減の実現 ７］

無駄を回避したコストの削減 11］，12］

安全性の強化 20］

サービスの改善 31］

新しいシステム
の導入

時代遅れのシステムの識別 11］

新技術のインプリメンテーション 17］

改善された作業方法の導入 31］

肯定的な
意味づけ

チームの肯定的な影響の強化 ３］

弱点のある組織が肯定的な状態になる ５］

否定的な捉え方から肯定的な捉え方への変化

21］子供の行為を肯定的に捉える

子供に行動を任せる

成熟

業界・市場の成熟化 22］

新たな知識形成の実現 ９］

学習のループ形成の実現 28］

新たな学習経験形成の契機 ９］

革新的なパラダイムの構築の実現 24］

新たな学習の生起 28］

新しい成果の誘導 １］

能力の習得 29］

ダイナミック・ケイパビリティの育成への貢献 27］

定着
インプリメンテーションの成功 20］

新体制の確立 23］
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５．関連概念
関連概念とは，分析中の概念と何らかの関係を有する
が，同じ属性を分かつとは考えられない概念を指す。本研
究で分析した文献から導き出された関連概念には，順応す
る（adapt）13），創造（creativity）14），更新する（update）15），
移転する（transfer）16）があった。これらは，変化する環
境に適するように態度や行動を変えて新しいものを作り
出す用語であり，アンラーニングの属性である《変更》，
《余地の創出》，《獲得》と深く結びついていた。しかし，
これらの概念は，いずれも《棄却》の要素を含んでいな
かったため，同じ属性を網羅していないことより関連概
念として位置づける。

Ⅴ．考　察
本概念を表す属性は，誰がアンラーニングするのかと
いう【アンラーニングの主体】と何をアンラーニングす
るのかという【アンラーニングの対象】，そして，どの
ような行動であるのかを表す【アンラーニングの性質】
を基盤としていた。【アンラーニングの主体】である
《個人》《チーム》《組織》が【アンラーニングの対象】
である《知識》《ルーティン》《価値観》を《棄却》して
新しいものを取り入れるための《余地の創出》をし，新
しい知識や技術を《獲得》するプロセスを表していた。
先行要件は，外的要因と内的要因の２つに大別され，
外的要因として時代の流れに伴う【環境の変化】があ
り，社会の構造が常に変化するという《社会の流動化》
や，常に戦略的思考と態度が求められる《変化への対応
の要求》，あるいは，時代の流れに応じた組織の《シス
テムの合理化》から構成されており，これらがアンラー
ニングに先だって生じていた。内的要因として，組織内
の昇進や異動により環境や職務内容が変わることによる
《役割の変化》や《権限の拡大》という【責任範囲の拡
大】があった。また，かつては通用していた知識や技術
が有用性を失ったことに気づき，既存のものに疑念を持
つこと，過去の成功体験を疑問視することが，個人や組
織にとっては過去に学習した知識を積極的に棄却し，新
たな学習の動機づけになること，すなわち現状に危機感
を抱き問題視する《問題感知》を経て《危機》を認識す
るという【問題への直面】がアンラーニングに先だって
生じていた。このことより，時代の流れに伴う社会シス
テムの変化により，個人や組織が意識を変えて戦略的に
取り組むことを社会から要求されるという刺激がアン
ラーニングのきっかけになっていると推察する。
わが国のケアシステムの変遷においても同様に，かつ
ての病院完結型のケアから在宅中心の地域包括ケアシ

ステムへと移行する中，ケア提供者はシステム構造の
変化を意識して自身の役割を果たすことが必要になる。
Gutierrez17）は，医療システムに従事する人々は，環境
の変化に遅れないようについて行くために，知識をアッ
プデートする必要があると述べている。ケアの方法や価
値観を継続的に転換していくこと，つまり，アンラーニ
ングが不可欠であるため，何をアンラーニングして何を
ラーニングするのかを再帰的に振り返ることが必要とさ
れる18）。
帰結として，アンラーニングすることで，組織は無駄
をなくしたコスト削減に向けて《改善》され，新たな状
況や異なる意見を取り入れて《肯定的な意味づけ》をす
ることによって《新しいシステムの導入》に至ってい
た。個人においては，状況を肯定的に捉えることで自ら
の生き方を反省的に問い直す試みを開始していた19）。そ
して，個人が現状を省察し，新たな価値観へ転換するこ
とで次なるパラダイムへ伸展することに結びついている
と言えよう。また，新たな知識や技術が一時的に定着20）

することにより，個人や組織の成熟21），22）をもたらし【パ
フォーマンスの改善】が期待されると推察する。
本研究結果より，概念の特徴として，獲得した知識や
技術は永遠に《定着》するものではなく，一旦取り入れ
たのちに状況に合わせて絶え間なく点検し，有用性が無
いと判断したら棄却して新しいものへ転換するという連
続性があるものと考える。我が国のケアシステムの構造
やありようが変化する中で，ケア専門職者が多様化する
ケアニーズに対応していくために必要な概念であること
が示唆された。

Ⅵ．今後の課題
本研究結果をもとに，看護師のアンラーニングのプロ
セスを解明し，ケアシステムの人材育成に貢献する知見
を得ることが今後の課題である。

Ⅶ．結　論
32文献を対象にアンラーニングの概念をRodgers23）の
概念分析の方法を用いて分析した結果，アンラーニング
の属性として【アンラーニングの主体】【アンラーニン
グの対象】【アンラーニングの性質】の３カテゴリ，先
行要件として【環境の変化】【責任範囲の拡大】【問題へ
の直面】の３カテゴリ，帰結として【パフォーマンスの
改善】の１カテゴリが抽出された。アンラーニングと
は，「時代や環境の変化により有用性を失った知識や技
術，価値観，ルーティンを棄却して新しいものを獲得す
る連続的プロセス」と定義された。
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A CONCEPT ANALYSIS OF “UNLEARNING”

Tae Yamaguchi＊1, Ikuko Sakai＊2, Kana Kurokouchi＊2
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 This study aimed to perform a concept analysis in an effort to define “unlearning” using Rodgers’ evolutionary 

concept analysis as our method. For our database, we used 32 documents; three of these were hand-searched as subjects 

of the analysis that were selected from the following sources: MEDLINE, Business Source Premier, EconLit with Full 

Text, PsycINFO, CINAHL, CiNii, and the Japan Medical Abstracts Society website. We created coding sheets for 

concept attributes, antecedents, and consequences, which were then analyzed qualitatively. Our results included three 

categories of attributes: the unlearning subject who performed the unlearning, unlearning targets upon which unlearning 

was performed, and the unlearning properties, which were properties of actions. Moreover, the results included three cat-

egories of antecedents: changes in environment, expansion of range of responsibilities, and facing the problem; consequence 

included performance improvements.
 Thus, we define “unlearning” as the continuous process of discarding knowledge, techniques, values, and routines 

that have lost their utility because of generational or environmental changes, as well as the acquisition of new knowl-

edge, techniques, values, and routines. Unlearning is an important concept for coping with the needs of increasingly 

diverse care providers amid the ever-changing state and structure of our country’s care systems.
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